
２０１９年ここまでできる
オンライン広告の徹底活⽤

リスティング広告の実践ノウハウ



Yahoo広告の新フォーマット変更

下記の仕様を考慮して、買い付けるキーワードや強みポイントは
タイトル１，２に盛り込んでいくのが理想。



Google広告でのレスポンシブ検索広告の設定①

レスポンシブ検索広告の設定ポイント
グループに対して、従来の拡張テキスト広告２つとレスポンシブ検索広告１つを登録する

⾒出しはキーワードを含む広告⾒出しは２つ、キーワードを含まない＆似ていない広告⾒出しを６つ作成
説明⽂は内容の異なるものを最低２つ登録する



Google広告でのレスポンシブ検索広告の設定②

レスポンシブ検索広告の設定ポイント

広告⾒出しについて、表⽰位置を固定したいものはピンを設定することも可能

広告の有効性のステータスを確認しながら、登録内容を検証する

⼊⼒している内容におうじて、下記のように
ステータスが変更になる
低い→平均的→良→優良



掲載順位に変わる指標インプレッションシェア

従来の掲載順位による評価 掲載順位に代わる指標

「最上部インプレッション」シェア
・・・検索結果ページの最上部インプレッション数÷ページ上部インプレッションの推定数

「検索結果ページの上部インプレッション」シェア
・・・検索結果ページの上部インプレッション数÷ページ上部インプレッションの推定数

より正確な広告掲載位置を把握するための指標として、２種類のインプレッションシェアで評価
掲載位置が悪いと・・・クリック率の低下、クリック単価の⾼騰を招く



掲載順位に変わる指標インプレッションシェア
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予算とランクを調整して上位表⽰を⽬指す

広告ランク クリック単価 品質スコア 表⽰オプション= × ＋

インプレッションシェア損失率（広告予算）
：広告予算が⾜りないことが要因の損失率
（対策）
予算の増額、配信エリア、デバイスの絞り込み、
成果の出ていない広告グループ、キーワードの停⽌
上限のクリック単価を下げるなど

インプレッションシェア損失率（ランク）
：広告ランクが低いことが要因の損失率
（対策）
品質スコアの改善、クリック単価の調整

品質スコアが最低６以上を確保するための対策
上限クリック単価の増額



コンバージョン数最⼤化の活⽤とコンバージョン設定のポイント

Google広告のアルゴリズムの進化によりコンバージョン獲得に関する各種⾃動⼊札戦略の
利⽤条件のハードルが下がる。

コンバージョン数最⼤化を活⽤するため
にも、コンバージョン設定が必須

【コンバージョン設定ポイント】
CV獲得までに複数回の接点が発⽣する
現状では、CV設定時にアトリビュー
ションモデルについて「減衰」を設定
「減衰」モデル
CVに近いクリックほど、CV貢献を⾼く評価



オーディエンスリストを活⽤した広告配信の最適化①

検索広告向けリマーケティング（ RLSA ）
広告主のWEBサイトに訪問したことがあるユーザーに対して、リスティング広告を優先的に上位表⽰させる

【⾒込める効果】
すでに訪問したことがあるユーザーへの広告配信を
強化することで、より⾒込みの⾼いユーザーへ広告
配信が可能になり、CVRアップが⾒込める。

【活⽤⽅法】
通常では費⽤対効果が⾒合わないような単価が⾼い
ビッグワードでの検索ユーザーに対して、すでに接
点があるユーザーに優先的に広告配信する



オーディエンスリストを活⽤した広告配信の最適化②

検索広告向け類似ユーザーリスト（ SAS ）
既存のリマーケティングリストをもとに類似ユーザーを抽出し、興味関⼼を持ってくれる可能性の⾼い
新規ユーザーに対して広告配信する

【⾒込める効果】
すでにCVに⾄ったユーザーに類似したユーザーを抽
出することで、成果に繋がる可能性の⾼いユーザー
に対してのリーチを広げることができる

【活⽤⽅法】
通常では費⽤対効果が⾒合わないような単価が⾼い
ビッグワードや周辺ワードで検索しているユーザー
のうち、まだ接点はないが⾒込みの⾼いと推測され
るユーザーに対して優先的に広告配信する



オーディエンスリストを活⽤した広告配信の最適化③

購買意向の強いユーザー層（ IMSA ）
キーワードの買付だけではなく、ユーザーの購買意向の内容に基づいて広告配信の最適化を⾏う

【⾒込める効果】
買い付けるキーワードでユーザーを絞り込みするだ
けでなく、購買意向の傾向に基づいて絞り込むこと
でターゲティングの精度を⾼められる

【活⽤⽅法】
買い付けているキーワードで集客したユーザーが実
際にどういった購買意向を持っているユーザーをモ
ニタリングする
購買意向の傾向を分析して、絞り込むことで成果に
つながる可能性の⾼いユーザーに広告配信を⾏う


